
「一杯を極める者が、最後に選ぶラム。」 

 

世界中のラムを飲み、数えきれないほどのカクテルを作ってきました。 

その中で、ロンカルパノに出会ったときに感じたのは、ただ「美味しい」ということだけではありません。 

口に含んだ瞬間に広がる豊かな香り。 

幾重にも重なる深い味わい。 

そして、飲み終えたあとにも静かに残る、長く心地よい余韻。 

それは、時間をかけて丁寧に育てられたラムだからこそ生まれる、「唯一無二の存在感」であり、 

「品格」です。 

 

バーテンダーにとって、ベーススピリッツはカクテルの「骨格」です。 

素材の個性が強すぎれば他の味を邪魔し、弱すぎればカクテル全体がぼやけてしまう。 

ロンカルパノは、その絶妙なバランスを持っています。 

ストレートで味わえば、その奥深さがわかります。 

一滴の水を加えれば、新しい香りが開きます。 

そしてカクテルにすれば、他の素材と響き合いながら、カクテルそのものを一段上のステージへ引き上げ

てくれます。 

 

私は、世界の舞台で競い、数多くのスピリッツと向き合ってきたからこそ、このラムの持つ「完成度」に強く

惹かれます。 

 

ロンカルパノ。 

それは、単なるラムではありません。 

ベネズエラの歴史と情熱、そして職人の技が、一杯の中に凝縮されたラムです。 

ぜひ一度、グラスを傾けてみてください。 

きっと、ラムに対するあなたの常識が変わるはずです。 
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